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調査で明らかになっている（図 5）。このことから，マ

ツカサガイ稚貝の餌としてタルケイソウ属は有効であ

ると考えられた。 

稚貝の生残状況 稚貝の生残数は飼育 35 日目まで

は対照区よりも試験区で多かったが，いずれの区も飼

育 22 日目の河川水の注水停止時に併せて大きく減少

した。この時期は稚貝の殼長も成長停滞を示した。ま

た，飼育 22 日目以降，いずれの区も稚貝の生残数は減

少した。対照区では 55 日目まで生残個体が確認された

が，試験区では 42 日目の 1 個体の確認が最後となった

（図 4）。試験区の AW 容器内は 3 度の河川水停止（の

べ 6 日間）により珪藻や緑藻の増殖と AW 容器の底質

への付着が進行し，目詰まりにより止水状態となった。

このことから，次年度以降は流水環境下での飼育によ

り，珪藻や緑藻の増殖を抑えることで長期間の飼育が

可能かどうか検証する必要がある。 

          （指導環境室） 

 

 

 

                      

                                    

図 3 試験区および対照区における稚貝の殼長変化 

※飼育開始時の殼長は試験区と対照区の平均値を示す 

図 5 羽田生息地および同水系水路における 7 月から 10 月の植物プランクトン組成 

図 4 試験区および対照区における飼育期間と稚貝の

殼長および生残数 

－ 55 －


